
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,389 1,975 2,414

公営住宅長寿命化計画の策定
対象　17棟332戸

公営住宅長寿命
化計画の令和３
年度中の策定
（予算）
4,785,000円

地域住宅計画
交付金

公営住宅長寿命
化計画の令和３
年度中に策定完
了
（実績）
4,389,000円

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

公営住宅（市営住宅）を効果的な維持管理を行うべく、今後１０年間の公営住宅長寿命化計画を令和３年度中に策定の完了をすることができた。令和４
年度からは当該計画に基づき、事業を実施することから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

建
築
課

公営住宅長寿命化事
業

市営住宅の長寿命化と居住環境の改善を
図るため、次期公営住宅長寿命化計画を
策定する。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 4 住みよい環境にかこまれたまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 4-2 居住環境の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 4-2-2 公営住宅等の整備促進


